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目的と活動概要
　地域生活学研究会は、富山大学の学部横断型プロジェ
クトとして平成21年度に始まった取り組みです。人文学
部、経済学部、人間発達科学部、芸術文化学部の教員８
名が参加し、それぞれの専門から地域問題を対象とした
研究を行い、それらから得られた知見を交流させること
で、これからの持続可能な社会を支える「地域生活学」
の創出を図ることを目的としています。日常のさまざま
な課題を引き起こしている要因に迫り、これからの地域
社会に求められる基本的な理念を構築すると共に、生活
実態に即した解決策を提示・推進していく拠点づくりを
構想しています。活動としては、フォーラム等を開催し
関係者の交流機会をつくり、広く関連の人材や知見に関
する情報を収集します。これらを集積する手段として学
術誌「地域生活学研究」を刊行します。加えて、公開講
座等を開催して人材教育を推進します。
平成22年度の活動
　平成22年度は「『地域生活学』の研究拠点の形成─
文化・自然・社会の諸環境における地域の『暮らし』の
活性化」として、学長裁量経費を獲得しました。経済学
部から1名、芸術文化学部から２名を加えた11名の体制
で、各自次のテーマを設定して活動を行いました。
竹内 潔（人文学部・准教授）
祭礼による文化とコミュニティの再生と創造につい
て、富山県内で調査研究を実施するとともに、研究
全体のコーディネートと総括を担当する
龍 世祥（経済学部・教授）
富山地域を東アジア圏域に位置づけて、「自然－人
間－経済社会」関係の共通価値や地域循環圏を「地
域協働地図」の手法で調査し、調和型循環社会の構
築を考究する
雨宮 洋美（経済学部・准教授）
富山地域におけるイタイイタイ病の歴史的経験を探
求し、環境、生活、法の3 つの面の調和的な連関性
を考究する
大西 宏治（人文学部・准教授）
社会的教育の場としての「こどものまちづくり」プ
ロジェクトについて全国各地の事例を比較するとと
もに、富山のプロジェクト（未来ぽーろ）について
現地調査をおこなう
椚座 圭太郎（人間発達科学部・教授）
日本の環境的特徴に合致したリスク不要政策と地域
経済の活性化の方途を総合的な視座から考究すると
ともに各地で実地調査をおこなう
諸岡 晴美（人間発達科学部・教授）
健康と活動の相関について生理学的実証研究をもと
に、高齢化が進む地域社会に対して、高齢者のQOL 
向上の具体的提言をおこなう
武山 良三（芸術文化学部・教授）
地域文化を起点に中心市街地や地場産業の活性化を
一体的に捉えた産業モデルを「金屋町楽市 in さまの
こ」を通じて実証的に研究する
伊藤 裕夫（芸術文化学部・教授）
コミュニティのネットワークの再構築によって、富
山地域の有形・無形の文化資源を地域の内発的発展
に活用する方途について考究する
大熊 敏之（芸術文化学部・准教授）
高岡の「つくりもん祭り」を中心に「伝統」の創出
による文化資源の観光資源への転化の可能性と観光
政策のあり方を考究する
島添 貴美子（芸術文化学部・准教授）
伝統的な民俗文化と国際演劇祭が併存する利賀村の
現地調査をもとに、伝統と現代の相関について考究
し、新たな地域文化の可能性を探る
黒田 卓（人間発達科学部・教授）
富山大学生を含む地域住民のインターネットによる
ネットワーキングと新たな地域関係創出の方法論を
考究する
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南砺地域文化フォーラム
日時：平成22年９月16日（木）18：30〜20：30
会場：いのくち椿館
主催：富山大学地域生活学研究会
共催：日本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究
（B）「行政構造改革が戦後日本の芸術文化政策の成果
に与えた影響に関する研究」
協力：合同会社（LLC）地創研
趣旨：この数年間の行政構造改革─市町村合併や公的部
門の民営化・独立行政法人化、指定管理者制度などが地
方自治体の文化行政にいかなる影響をもたらし、その結
果、地域文化や地域生活がどう変化したかを、具体的な
地域における文化活動の担い手たちと語り合うことで検
討する。
報告：地域生活学研究２　P.3〜26
金屋町楽市分科会「地域のものづくり＋まちづくり」
日時：平成22年９月18日（土）18：30〜20：00
会場：北陸予防医学協会高岡総合健診センター
主催：金屋町楽市inさまのこ実行委員会
共催：富山大学地域生活学研究会
趣旨：魅力的な景観づくりにとって重要な要因となる
「地域らしさ」が、地域のものづくりや生活と密接に関
連付いていることを確認する。有田の陶器市と高岡の金
屋町を事例に、関係する職人や住民が具体的な経験値を
紹介する中から、諸要素を関連付け、地域の魅力を高め
る方法論を検討する。
報告：金屋町楽市inさまのこ2011報告書　P.34〜37
公開講座「地域生活学 ─みんなで考える「新」富山駅─」
　将来的な学部横断型教養教育の講座を想定しながら、
地域社会にとっても魅力的な講座であるように実験的取
り組みとして公開講座を企画しました。開講は23年度と
なりましたが、その企画は22年度の主要な活動になった
ことから合わせて記載します。
日時：平成23年９月14日（水）〜10月26日（水）
会場：富山CiC３階学習室５（④は岩瀬、⑦⑧は高岡）
①９月14日（水） 
　「『新』富山駅に向けた課題」
　武山　良三（芸術文化学部・教授：都市景観）
②９月28日（水） 
　「コミュニティの再構築」
　伊藤　裕夫（前 芸術文化学部・教授：文化政策）
③10月5日（水） 
　「富山の都市と農村：環境保全と都市生活」
　大西　宏治（人文学部・准教授：人文地理学）
④10月8日（土） ：岩瀬
　「自分で動く『新』富山」
　桝田隆一郎（桝田酒造店・代表取締役）
⑤10月12日（水） 
　「伝統的住宅の価値と維持」
　椚座圭太郎（人間発達科学部・教授：環境社会）
⑥10月19日（水）
　「祭りの伝統をいかに守るか？」
　竹内　潔人（文学部・准教授：文化人類学）
⑦10月22日（土） 高岡：金屋町公民館
　「金屋町の町並みと工芸」
　般若　陽子（金屋町まちづくり協議会・会長）
　大熊　敏之（芸術文化学部・准教授：工芸デザイン史）
⑧10月22日（土） 高岡：金屋町公民館
　「地域ブランドとコンセプト」
　武山　良三（芸術文化学部・教授：都市景観）
⑨10月26日（水） 
　「みんなで考える『新』富山駅」
　武山　良三（芸術文化学部・教授：都市景観）
　最終回の受講生による企画提案では、地域にあるス
ポーツチームの統一ブランド企画やスタジアムを結ぶ公
共交通の整備案など講座をベースにしながら独自性の高
い発表がありました。研究会が目指す拠点形成に向けた
市民参加と人材育成について手応えがあったことから、
次年度に向けても継続して活動を行います。
